








①尿中 UK は生物活性,免疫活性つまり抗原量ともに腎炎群に高く,特に活動期に高く腎機

能低下群では低かった。②zymographyによる尿中UKの質的分析では,活動性腎炎群では55K

に半月体形成を伴った UK 活性が認められたが,100K には UK-UK-Icomplex の活性は認めら

れなかった。③尿中UK は腎疾患および病期により量的に変動するとともに,質的に変化す

ることが確認された。 


